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Abstract

TheSScaisson(SPACE SYSTEM CAISSON)methodfillsthespace(gap)betweencaisson

circumferencesurfaceandcountryrockwiththespacegravel,anditistheopencaissonmethodwhichgently

instaus也ecaissono山ybythedeadweightat也egoodaccuracybyreducingskin血･ictionresistancewhich

dependsoncaissoncircumferencesurface,whilethestabilityofcountryrockisattempted.Thefollowinghave

beenca汀iedout:Untilnow丘eldmeasurementandindoormodelexperimentofconventionalnomalcaisson

modelandtheSScaissonmodelwithoutexhaustslot. As theresult,itwasproventhattheskinfriction

decreasedfromopencaissonverymuchThistime,itexperimentedbasedonthisresultinordertoconsiderthe

effectasinaddition,thereisanexhaustslot.
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1. はじめに

構造物の基礎を構築するオープンケーソンを沈

設させる場合､周面摩擦力が大きいため､大きな沈

設荷重が必要となる｡この間題を解決する一つの方

法として､SSケーソン(SPACESYSTEMCAISSON)

工法が挙げられる｡

★〒350-1205 日高市原宿 746
電話 :042-98515655FAX:042-98515179
Email:nakade@rncc.co.jp

SSケーソン工法 図-1は､図-2に示すようケーソ

ン外周面と地山との間に生じた間隙にスペース砂

利を充填し､地山の安定を図り､ケーソンに作用す

る周面摩擦抵抗を低減して､ケーソンを自重のみで

緩やかに､精度よく沈設するオープンケーソン工法

である｡

これまで､SSケーソン2基(小判型 17mX6m､

円形7.5m)とオープンケーソン1基 (円形7.5m)

の現場計測 1)～6)を行ってきたが､その結果､以下

のことが判明した｡
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図-1SSケーソン工法の概念図

(∋SSケーソンの周面摩擦力は､地層による差異は

少ない｡

②地山が自立する場合､ほとんど周面摩擦力は発生

せず､オープンケーソンより非常に有利である｡

しかし､現場計測には､条件や数量的な問題があ

るので､模型などを用いた室内実験が必要と考えら

れた｡そのため､ SSケーソンの周面摩擦力を把握

するための砂質土の模型実験結果を行ってきた｡ 7)

前回の実験では､従来のノーマルケーソンモデル

と排出口のないSSケーソンモデル (後述 :Aタイ

プ)の実験を行った｡実験の結果を以下のことが判

明した｡

表-1実験ケース一覧

図-2SSケーソン刃口部の概念図

図-3模型実験装置図

試験 密度 含水比 沈下速度 摘要
ケース (g/cm3) (%) (mm/min)

A1 1.56 4.8 10 排出口の無いssケーソンの湿潤密度の影響A3 1.71 4.6 10

A4 1.75 4.4 10

A5 1.71 2.7 10 排出口の無いssケーソンの含水比の影響

A6 1.72 3.3 10

A7 1.73 7.5 10

A8 1.62 5.2 2 排出口の無いssケーソンの沈下速度の影響

A9 1.62 4.8~ 10

A10 1.62 4.8 30

B1 1.55 4.3p 1.0 排出口の有るssケーソンの湿潤密度の影響

B2 1.65 4.5 1_0
B3 1.70 4.6 -10

B4 1.74 4.6 10

B5 1.65 4.0 10 排出口の有るSSケーソンの含水比の影響

･B6 1,66 4.5 10

B7 1.66 5.1 10

B8 1.64 4.5 2 排出口の有るssケーソンの沈下速度の影響

B9 ■ -1.66 4.5､ 10
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周面摩擦力(kN/mm2)
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①ssケーソンモデルは､ノーマルモデルより周面

摩擦力を著しく低減させることができる｡

②砂の湿潤密度の増大に伴って周面摩擦力は増大

する｡

③砂の含水比やケーソンモデルの沈下速度は､周面

摩擦力にあまり影響しない｡

本文では､これらの結果を踏まえ､スペース砂利

を排出させる排出口を設け､その効果を前回の排出

口を設けなかった場合の結果と比較検証した｡以下､

その結果について報告する｡

2. 実験概要

2.1 実験装置

図-3に模型実験装置図を示す｡実験装置は､直径

600ITm､高さ700mmの円筒形の土槽とその土樽内

に設置した直径 100rrm のケーソンモデル部と直径

150mm のガイ ド部から構成されるケーソン模型か

ら成る｡実験は､上方からケーソン模型を載荷 (圧

入)し､上部のロー ドセルから得られる載荷力と下

部のロー ドセルでガイ ド管に作用する力を各々計

測し､その差から土槽に対するケーソンモデル部の

周面摩擦力を算定している｡また､ケーソンモデル

部の排出口の直径は 20mm で､スペース砂利には､

直径6m のアルミナボールを用いた｡

2.2 実験パラメータ

図一4にケーソンモデルの模型図を､表-1に実験

ケース一覧を示す｡実験は､排出口の有るBタイプ

のみ行ったが､排出口の有無による影響を把握する

ため､排出口の無いAタイプとともに示す｡影響要

因として､2種類のモデルに対する砂の湿潤密度 p

(1.55-1,75g/cm3)､砂の含水比 (2.7-7.5%)および

ケーソンモデルの沈下速度(2､10､30mm )を選んだ｡

3. 実験結果

3.1 湿潤密度による影響

含水比が4.3-4.8%､沈下速度を 10mm/minで､

上から湿潤密度をほぼ 1.55､1,65､1.70､1.75(g/cm3)
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図-5 周面摩擦力(kN/m2)と沈下量(mm)の関係
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図-6 周面摩擦力(kN/m2)と含水比(%)の関係



としたA､Bタイプの周面摩擦力(kⅣm2)と沈下量

(孤 )の関係を図-5に示す｡

Aタイプでは､周面摩擦力(kNm2)が､沈下量が小

さいほど､もしくは､湿潤密度が大きいほど､増大

する傾向がある｡

逆にBタイプは､湿潤密度による差異はほとんど

なく､42-0.2(kN/m2)の範囲内で沈下量とともに減

少する傾向がある｡この理由として､Bタイプの方

がスペース砂利のローリング効果が有効に働いて

いるためと考えられる｡Aタイプは排出口を持たな

いため､地盤とケーソンの間に詰まったスペース砂

利が排出口から滑り落ちず､スペース砂利のローリ

ング効果が有効に働かず､Bタイプより減少量が小

さいものと考えられる｡

また､周面摩擦力がわずかに負になっている理由

として､求めている周面摩擦力が地盤に対するもの

であるためと考えられる｡これは､ケーソン表面の

周面摩擦力から刃口背面に作用するスペース砂利

の重さを差し引いた値を示している｡従って､沈下

が進むとスペース砂利の重さは大きくなり､そして

そのスペース砂利の重さがケーソン表面の周面摩

擦力を上回ると､負の値になるものと考えられる｡

3.2 含水比による影響

湿潤密度を1.64g/cm3前後で､沈下速度 10mm/min

とし､含水比を2.7-7.5%と変化させた場合のAお

よびBタイプの周面摩擦力(kⅣm2)と含水比(%)の

関係を図-6に示す｡排出口のないAタイプの方が大

きな値を示しているが､含水比と周面摩擦力との間

には､顕著な関係は見られない｡

3.3 沈下速度による影響

湿潤密度はぼ1.62g/cm3､含水比4.8-5.2%のAタ

イプと､湿潤密度ほぼ1.66g/cm3､含水比ほぼ4.5%

のBタイプで､沈下速度を 2､10､30mm/minと変

化させた場合の周面摩擦力(kMm2)と含水比(%)の

関係を図-7に示す｡排出口を持たないAタイプの方

が大きな値を示す傾向はあるが､沈下速度と周面摩

擦力との間には顕著な関係は見られない｡A9の周

面摩擦力がやや大きいが､その原因は定かではない｡

4. まとめ

排出口を設けたSSケーソンの室内模型実験結

果より以下の知見が得られた｡

①湿潤密度が増加に伴い､周面摩擦力は増加する傾

向がある｡

②排出口は周面摩擦力を著しく低減させる｡

③砂の湿潤密度が一定の場合､含水比による周面摩

擦力に及ぼす影響は､ほとんど見られない｡

③砂の湿潤密度が一定の場合､沈下速度によって､

周面摩擦力は大きく変化しない｡
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